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My works  
regarding natural disasters 

   1995年 阪神・淡路大震災 被災地で１ヵ月間 取材 
 

 2002年（震災7年）クロ現「震災の記憶を伝えたい」 

 2003年（震災8年）Ｎスペ「減災」 

 2004年（震災9年）Ｎスペ「地域防災力が命を救う」 

 2004年 Ｎスペ「防ぎ得た死 ～検証・災害医療体制～」 

 2004年 Ｎスペ「緊急報告 新潟県中越地震」 

 2005年（震災10年）Ｎスペ「焼け跡のまちは、いま」 

 2006年（震災11年）Ｎスペ「活断層列島」 

 2007年（震災12年）Ｎスペ「情報テクノロジーは命を救えるか」 

 2008年（震災13年）Ｎスペ「命のセーフティーネットは築けるか」 

 2008年 Ｎスペ「緊急報告 四川大地震」 

 2010年（震災15年）Ｎスペ・メガクエイク②「ＫＯＢＥ１５秒の真実」 

 2011年（震災16年）Ｎスペ「“防災力”クライシス」 



 第５１回科学技術映像祭 内閣総理大臣賞受賞          
中華人民共和国・科学教育番組コンクール 銀獅子賞受賞 

モンテカルロ映像祭 最終ノミネート 

 ＮＨＫスペシャル・大型シリーズ 

 “MEGAQUAKE”  （メガクエイク） 



わたしの懺悔
その１ 



Post 311 災害リスクの見直し 

 

津波断層?? 強震動生成域?? 6 

死者最悪     
３２万人超 

Ｌ２にも備えるべし 

じぇじぇじぇ！ 
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知と信のアンバランス 

信 不信 

知 知・信 知・不信 

不知 不知・信 不知・不信 
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知と信のアンバランス 

信 不信 

知 知・信 知・不信 

不知 不知・信 不知・不信 

適切なリスク情報が云々   
というよりも、専門家ないしは
科学の営み自体に対する 
“不信”が壁になっている 



平成17年 地震調査研究推進本部政策委員会成果を社会に活かす部会報告 



11 気象庁ＨＰより （季節予報） アンサンブル予報の一例 
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問 題 
伝え方の議論も大事だが、 

「関係性のありかた」    
（特に、専門家と非専門家）
の議論も、非常に大事 
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関係性のアンバランス 
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防災関連のＮＨＫスペシャルを対象とした内容分析 

わたしの懺悔
その２ 
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実践事例 

その１ 
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実践事例 

その１ 
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実践事例 

その２ 
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実践事例 

その３ 
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実践事例 

その３ 
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実践事例 

その４ 
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実践事例 

その５ 

ＫＯＢＥ虹会 since 2006.7~ 
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関係性の再構築 



Thank you for 
your kind attention. 

  If you have any question or comments, 

     please send me e-mail message to: 

                                  ZBN23220@nifty.com 

わたしの懺悔
その３ 

mailto:ZBN23220@nifty.com



